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kを標数 0の体とし，Bを k-代数とする．k-線形写像  : B ! Bが次の 2つの条件を満
たすとき，を局所べき零導分という．
(1) Bの任意の元 b1; b2に対して，(b1b2) = (b1)b2 + b1(b2)．
(2) Bの任意の元 bに対して bによって定まる自然数N が存在して，N(b) = 0．
B上の 0でない局所べき零導分 を一つ固定する．M をB-加群とする．k-線形写像 M :
M !M が次の 2つの条件を満たすとき，M を局所べき零加群導分という．
(3) Bの各元 bとM の各元mに対して，M(bm) = (b)m+ bM(m)．
(4) M の各元mに対して，mによって定まる自然数N が存在して，MN(m) = 0．
このような局所べき零加群導分が与えられたB-加群を -加群と呼ぶ．以下，M を -加群









(i) (B; )が Hilbertの第 14問題に対する反例ならば，その特別な場合に，Bの微分
加群
B=kは (P2)の反例を与えること，































したのが第 3.2節と 3.3節である．第 3.3節では，微分加群
B=k上の局所べき零加群導分
について論じている．微分加群及び Robertsらの反例を用いることで，(P2)の反例が構
成できる．(P2)に対して，dimB  5のときは反例が得られたが，dimB = 4のときは
まだ見つかっていない．第 3.2節では，(P2)とHilbertの第 14問題の関係について述べて
いる．Bが多項式環でM が自由B-加群のときを考える．M は自然に対称テンソル代数
R := SB(M)上の局所べき零導分 Rに拡張できる．このとき次の 2つの結果が得られた．
(i) M が (P2)の反例を与えるとき，RはHilbertの第 14問題の反例を与える．
(ii) RがHilbertの第 14問題の反例を与えるからといって，M が (P2)の反例を与え
るとは限らない．（Bが 8変数以上の多項式環で反例が存在する．）
(i)を使えば，第 3.3節で挙げる (P2)の反例M := 
B=k が Hilbertの第 14問題の反例
R := SB(M)を与えることがわかる．さらに，
R=kも (P2)の反例を与えているそして，
SR(
R=k)はHilbertの第14問題の反例を与える．この操作は何度でも続けることができる．
第 4章ではHilbertの第 14問題の反例となる局所べき零導分の核の生成元の直接的な構
成方法を述べている．特に，この構成方法を使えば，黒田の反例に対してより精密な形で
生成元を与えることができ，新たな (P2)の反例を与えることができる．
第 5章では，テンソル積や双対加群に対する -加群のホモロジー論からの問題提示と問
題を考える上で参考になる例をいくつか挙げている．これらは，今後の局所べき零加群導
分の研究を進める上での課題としている．
